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                         収 集 

 
 
 

 

 

人材育成 

アイヌ語をわかる人が整理 

アイヌ語音声資料の作成（デジタル化・文字化 → 保存用）

収集した原資料を 

整理できる人が少ない 

緊急
アイヌ語で日常会話の

できる話者の高齢化 

※アイヌ語話者 10～11 人

（60 代後半～80 代） 

 

データベース 

 

…………………… 

・音声資料の一元

管理 

・共同利用 

・情報提供 

 
 

 

アイヌ語研究 

 

……………………

・研究資料の蓄積

・公開用資料の 

作成 

 
 

 

アイヌ語普及 

 

……………………

・単語集の作成 

・場面別に使える

会話集の作成 

・日本語引きの 

アイヌ語辞典の

作成 

 

 

アイヌ語教育 

 

…………………… 

・教材の開発 

・カリキュラムの

作成 

・指導マニュアル

の作成 

 

ア イ ヌ 語 

収 集 済     未 収 集 
整理済  未整理  活用できる語彙・表現 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



アイヌ語の課題

個別分野の課題

１ アイヌ語教育

・共通テキストがない。学習用教材が少ない

・体系化された指導方法が確立されていない

・学習の場の不足（特に中級レベル以上）

・指導者が少ない

・習得しても収入につながらない

２ アイヌ語普及

・アイヌ語に接する機会が少ない

３ アイヌ語研究

・専門の研究機関の不足

・専門の研究者の不足

４ データベース

・情報の所在を一元的に整理していない

・各機関の情報の共有ができていない


